
明
治
期

の
佛
教
に
お
け
る
衆
生
の
恩
に
つ
い
て

池

田

英

俊

明
治
期
の
佛
教
に
お
け
る
衆
生
の
恩
の
観
念
は
、
『大
乗
本
生
心
地

観
経
』
及
び

『
梵
綱
経
』
に
説
か
れ
て
い
る
四
恩
及
び
戒
律
の
教
理
に

基
づ
い
て
考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
い
ま
、
試
み
に
、
四
恩
に
關
す

る
圭
要

な
資
料
を
掲
げ
て
み
る
と
、
『
報
四
叢
談
』
(
佛
教
雑
誌
・夫

内
青

轡
編

・
一
八
七
四

一
八
七
五
)、
藍
津

實
全
著

『
四
恩
綱
宗
』
(
一
八
九

六
)、
島
地
獣
雷

・
原
口
針
水
著

『
四
恩
辮
』
(
一
八
八
二
)、
吉
岡
信
行

著

『
四
恩
十
善
談
』
(
一
八
八
五
)
及
び

『
求
化
微
糧
談
』
(
一
八
七
九
)

雀
之
三
上

・
下
、
村
上
專
精
著

『佛
教
忠
孝

編
』
(
一
八
九
三
)、
鳥
尾

小
彌
太
編

『
心
地
観
経
報
恩
品
』
(
一
八
八
四
)
及
び

『護
國
協
會
規
約

解
説
』
(『
教
學
論
集
』
四
二
編
)
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
他
、
四
恩
十
善

の

語
は
、
明
治
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
佛
敏
者
の
論
著
の
中

に
散
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
に
お
い
て
衆
生
の
恩
の

徳
目
が
特

に
問
題
覗
さ
れ
た
の
は
次
の
如
き
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
つ

た
。

一
、
攣
革
期
に
お
け
る
護
法
思
想
は
、
衆
生
の
敏
導
と
い
う
圭
旨

の
も
と
に
、幕
藩
髄
制
か
ら
開
放
さ
れ
つ
つ
あ
つ
た
民
衆
に
封
し
て
、破

邪
顯
正
の
覗
鮎
か
ら
佛
子
と
し
て
の
自
豊
を
促
す
こ
と
を
意
味
す
る
も

の
で
あ
つ
た
。
二
、護
法
を
圭
張
し
た
先
毘
者
達

は
、恩
と
戒
に
關
す
る

敏
理
に
基
づ
い
て
、
佛
に
封
す
る
衆
生
の
分
限

の
明
確
化
を
計
ら
ん
と
,

し
て
い
た
。
三
、
佛
敏
者
は
、報
恩
思
想
の
展
開
を
企
圖
す
る
場
合
、そ

の
前
途
に
は
、
佛
敏
者
が
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
爲
政
者

側
か
ら
示
さ
れ
た
儒
敢
的
な
教
育
倫
理

『
明
治
孝
節
録
』
・
『
幼
學

綱
要
』
・
『
教
育
勅
語
』

に
現
わ
れ
た
民
衆
に
封
す
る
分
限
規
定
の

立
場
と
相
封
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
佛
教
が
世
俗
倫

理
に
封
し
て
如
何
な
る
態
度
を
示
す
か
と
い
う

こ
と
は
、
明
治
期
の
佛

教
に
つ
い
て
考
察
を
す
す
め
る
上
に
着
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重

要
な
問
題
鮎
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、ま
ず
、本
稿
は
、
前
掲
の

資
料
に
お
け
る
衆
生
の
恩
が
如
何
な
る
内
容
の
も
の
で
あ
つ
た
か
を
槍

討
し
、更
に
、
こ
れ
ら
の
思
想
的
立
場
が
近
代
杜
會
の
獲
展
を
促
進
せ
し

め
る
方
向
に
機
能
す
る
可
能
性
を
有
し
て
い
た

か
否
か
と
い
う
問
題
に

つ
い
て
も
解
明
の
糸
口
を
見
出
す

こ
と
を
目
的

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

四
恩
に
報
ず
る
と
い
う
圭
旨
の
も
と
に
刊
行
さ
れ
た

『報
四
叢
談
』

、

の
中
で
大
内
青
轡
は
、
四
恩
に
お
け
る
各
徳
目

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

明
治
期
の
佛
敢

に
お
け

る
衆
生

の
恩
に

つ
い
て

(
池

田
)

三
〇

一

-755-



明
治
期

の
佛
教
に
お
け
る
衆

生
の
恩

に

つ
い
て

(
池

田
)

三
〇

二

説
明
し
て
い
る
。

「蓋
シ
其
父
母
二
報
ス
ル
者
ハ
此
生
ヲ
全
ウ
ス
ル
ニ
始
リ
、
聖
賢
二
報
ス
ル

者
ハ
斯
道
ヲ
履
テ
而
シ
テ
違
ハ
サ
ル
ニ
本
キ
、
四
海
ノ
兄
弟
二
報
ス
ル
者
二

相
濟
旧ケ
相
養
ス
ル
ノ
術
ヲ
蓋
ス
ヲ
要
シ
、
國
君
二
報
ス
ル
者
ハ
國
響恵
ヲ
滑
嬉守

シ
構
義
ヲ
保
全
シ
以
テ
國
力
ヲ
維
持
ス
ル
ヲ
務
ム
」
(『報
四
叢
談
』

一
號
)

明
治
七
、
八
年
代
に
お
け
る
進
歩
的
な
佛
教
者
に
と
つ
て
自
由
民
権
論

は
、

一
大
關
心
事
で
あ
つ
た
。
か
か
る
時
代
的
風
潮
を
い
ち
は
や
く
察

知
し
た
進
歩
的
な
佛
敏
者
達
は
、
衆
生
の
恩
と
人
灌
論
と
の
結
び
つ
き

を
説
く

こ
と
に
よ
つ
て
、
文
明
開
化
の
氣
運
に
應
ぜ
ん
と
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
啓
蒙
的
な
内
容
の
も
つ
た
諸
論
文
は
、

多
く
の
佛
教
者
に
影
響
を
與
え
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
衆
生
の
恩
は
、

「人
民
交
際
の
恩
」
と
い
う
語
に
よ
つ
て
表
現
さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
。

ま
た
、
明
治
十
年
代

・
二
十
年
代
は
、
佛
敢
關
係
の
信
仰

の
結
肚
が

創
設
せ
ら
れ
た
時
期
で
あ
つ
た
。
本
稿
に
お
い
て
扱
う
諸
資
料
は
、
こ

の
時
期

に
創
ら
れ
た
信
仰
の
結
肚
の
指
導
要
綱
と
し
て
書
か
れ
た
場
合

が
多
い
。
た
と
え
ば
、
白
蓮
會
、
酬
恩
肚
、
四
恩
會
、
護
國
協
會
な
ど

で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
そ
の
内
容
は
、
結
肚
の
圭
旨
を
讃
同
す
る
民

衆
の
報
恩
行
爲
を
全
面
的
に
規
定
す
る
と
い
う
形
態
に
お
い
て
表
明
さ

れ
て
い
る
。
從
來
の
宗
派
の
立
場
を
超
え
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
あ
ら
た

に

『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
に
お
け
る
四
恩
と
輝
と
の
結
び
つ
き
に
お

い
て
宗
旨
の
別
立
を
企
圖
し
た
の
は
藍
津
實
全
の

『
四
恩
綱
宗
』
で
あ

っ
た
。
島
地
黙
雷

・
原
口
針
水
は
、
『
四
恩
辮
』
を
著

わ
し
、
浮
土
信

仰
を
基
盤
と
す
る
信
仰
の
結
肚

「
酬
恩
杜
」
・
「白
蓮
會
」
の
指
導
理
念

の
確
立
を
企
圖
し
て
い
る
。
吉
岡
信
行
は
、
四
恩
と
十
善
戒
と
の
結
び

つ
き
を
明
確
化
し
、
特
に
衆
生
の
恩
に
つ
い
て
は
身
口
意
の
三
業
と
の

關
係
に
お
い
て
詳
読
し
て
い
る
。
鳥
尾
小
彌
太
は

「護
國
協
會
」
を
創

設
し
、
そ
の
信
仰
の
結
肚
に
お
け
る
實
践
要
旨
を
四
恩
十
善
の
敢
理
に

求
め
て
い
る
。
居
士
佛
敏
は
、
明
治
期
の
佛
敢
に
お
け
る

一
特
質
で
あ

り
、
信
仰
佛
敏
展
開

の

一
礎
石
と
な
つ
た
。
村

上
專
精
著

『
佛
数
忠
孝

編
』
は

「敏
育
と
心不
敏
の
衡
突
論
」
(『
佛
教
忠
孝
編
』
自
序

一

十
二
頁
)

を
契
機
と
し
て
著
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
内
村
鑑
三
に
か
か
わ
る
敏

育
と
宗
教
の
衝
突
事
件
は
、
激
團
佛
敢
の
側
か
ら
は
感
情
的
な
キ
リ
ス

ト
敢
批
釧
の
形
で
意
見
が
提
出
さ
れ
た
の
に
封
し
て
、
專
精
は
、
思
想

史
の
根
本
的
な
問
題
を
究
明
す
る
と
い
う
態
度

で
臨
ん
で
い
る
。

衆
生
の
恩
の
観
念
は
、
以
上
の
如
き
思
想
的
な
傾
向
を
背
景
と
し
て

展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
先
ず
、
『報
四
叢
談
』
に
つ
い
て
槍
討

し
て

み
る
と
、
四
恩
は
、
西
欧
文
明
の
影
響
に
よ
る
啓
蒙
活
動
の

一
環
と
し

て
考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
人
灌
論
の
立
場

か
ら
衆
生
の
恩
が
強
調

せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
立
場
に
立
つ
て
の
思
想

活
動
は
、
必
ず
し
も
、
敏
理
に
封
す
る
深

い
省

察
が
な
さ
れ
た
上
で
の

獲
言
で
は
な
か
つ
た
。
た
だ
、
島
地
獣
雷
の
場
合

は
、
『
報
四
叢
談
』

の
慶
刊
後
に
お
い
て
も

一
貫
し
た
報
恩
思
想
の
展
開
が
行
わ
れ
る
が
、

そ
の
立
場
は
、
思
想
史
的
な
背
景
の
乏
し
い
文
明
論
の
観
鮎
に
お
い
て

で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
眞
宗
派
に
お
け
る
宗
學

の
擦
黙
に
立

つ
て
唱
導
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せ
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
か
れ
は
、
四
恩
の
中
か
ら

「
三
寳
の
恩
」
と

「衆

生
の
恩
」
と
を
取
り
上
げ
、
前
者
を

「大
悲
撮
化
ノ
恩
」
1

「本
門

彌
陀
佛

ノ
大
悲
ヲ
指

ス
」
(『
四
恩
辮
』

一
四
帖
裏

五
帖
表

と
し
、

後
者
を

「人
民
交
際
の
恩
」

「
心
地
観
経

ノ
衆
生
ノ
恩
ト
云
、
今

ハ
其
意
味

ヲ
取
ル
」
(
同
一
七
帖
裏
1
八
帖
表
)
1

と
理
解
す

る
こ
と

に
よ
つ
て
民
衆
教
化
の
方
針
を
規
定
せ
ん
と
し
て
い
る
。
『
白
蓮
會
要

旨
』
の
中
で
獣
雷
は

一
に
は
佛
恩
を
報
謝
せ
ん
が
た
め
な
り
、
二
に
は

無
縁
衆
生
の
佛
縁
を
開
通
せ
ん
が
た
め
な
り
、
三
に
は
我
等
相
共
に
編

命
の

一
心
を
以
て
佛
界
に
往
生
す
る
陀
力
念
佛
を
愛
嘗
せ
ん
が
た
め
な

り
」
(『明
教
新
誌
』
二
〇
九
號
)
と
述
べ
て
い
る
。
し
た
が

つ
て
、
「國

王
の
恩
」
及
び

「
父
母
の
恩
」
は
、
「人
民
交
際
ノ
恩
ト
云

ヘ
ル

ハ
総

ジ
テ
衆
恩

ヲ
該
構

ス
ル
者
也
」
(『
佛
敏
演
読
集
誌
』)
と
い
う
立
場
か
ら

「
衆
生
の
恩
」
の
徳
目
の
中
に
含
ま
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
。
更
に
、
同

會
要
旨
は
、
「警
誠
す
べ
き
も
の
十
條
」
を
掲
げ
、
十
善
戒

の
圭
旨
に

從

つ
て
民
衆
の
報
恩
行
爲
を
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
同
時
に
獣
雷
は
、

阿
彌
陀
佛

に
封
す
る
衆
生
の
分
限
を
明
確
に
規
定
せ
ん
と
し
て
い
る
。

「自
力
自
頼
ノ
心
ヲ
棄
テ
、
佛
願
二
乗
托
シ
ヌ
レ
ハ
、
身
心
我
所
有

一一
非

ズ
、
全
ク
彌
陀
撮
取
光
中
ノ
起
臥
ニ
シ
テ
、
所
作
ノ
経
螢
ハ
、
皆
是
佛
恩
報

謝
ノ
作
業
ノ
ミ
、
堂
自
己
ノ
爲
二
動
作
ス
ル
ノ
謂
ア
ラ
ン
ヤ
」
(『
四
恩
辮
』

二
七
帖
表
)

し
か
し
、
黙
雷
は
、
報
恩
思
想
を
展
開
す
る
に
あ
た
つ
て

「
自
己
ノ
度

量

二
相
應

ス
ル

一
行
ヲ
以
テ
衆
恩

二
酬

ユ
ル
ニ
足

ル
」
(
同
二
七
帖
表
)

と
い
う
立
場
か
ら
報
恩
行
爲
の
易
行
性
を
強
調

す

る
こ
と

に
よ

つ
て

「
四
海
八
紘
同
志
兄
弟
交
際

ノ
相
愛

シ
テ
以

テ
酬
恩
世
界

ヲ
興

隆

セ

ン
」
(
同
六
帖
)
と
い
う
こ
と
を
目
指

し
て
い
た

の
で
あ
る
。
印
ち
、

『
四
恩
辮
』
に
お
い
て
黙
雷
、
針
水
は
、
「
三
寳
の
恩
」
に
報

ず
る

こ

と
に
よ
つ
て
悪
業
の
輪
廻
か
ら
自
己
を
解
放

し
、
「衆
生
の
恩
」
に
報

ず
る
こ
と
に
よ
つ
て
自
己
と
同
様
に
苦
悩
す
る
人
々
に
封
す
る
救
濟
の

必
要
を
圭
張
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

『
四
恩
綱
宗
』
を
著
わ
し
た
藍
津
實
全
は
、
四
恩
綱
宗
を
別
立
せ
ん

と
す
る
圭
旨
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

「夫
佛
祀
要
道
。
在
二心
法
っ
璽
論
二教
内
外
一焉
。
故
吾
心
地
法
門
。
四
恩

綱
宗
。
不
レ問
二教
内
外
之
別
ゆ
但
使
三衆
生
明
二心
法
殉
成
佛
得
道
之
妙
法
皆

取
レ之
。
(中
略
)
此
経
題
二心
地
観
幻
其
文
亦
頓
説
二如
來
心
地
法
門
幻
令
三

一
切
衆
生
直
明
二心
法
幻
最
適
切
故
也
。」
(『
四
恩
綱
宗
』
三
帖
表
裏
)

實
全
は
、
報
恩
と
は

一
切
衆
生
に
封
し
て
如
來

の
心
地
の
法
問
を
理
解

せ
し
め
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
立
場
に
立
つ
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
、

か
れ
は
、
「
古
來
教
家
、
動
以
二四
恩
一爲
二
淺
近
殉
可
レ
謂
二
大
錯

鴨臭
。

是
實
佛
敏
之
第

一
義
諦
也
。
(中
略
)
蓋
佛
数
之

行
也
。
其
要
在
二濟
度

衆
生
一耳
。」
圃と
い
う
立
場
か
ら
四
恩
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。

『
四

恩
綱
宗
』
に
お
け
る

「衆
生
の
恩
」
の
内
容
は

『大
乗
本
生
心
地
観
経
』

報
恩
品
雀
第
二
に
み
ら
れ
る
如
き
過
去
世
に
お
け
る
親
子
關
係
を
語
る

こ
と
に
よ
つ
て
、
現
在
の
自
己
の
存
在
を
認
識
し
、報
恩
行
爲
の
廣
が
り

を
説
く
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
。
か
か
る
立
場

か
ら
實

全
は
、
「
今
也

明
治
期
の
佛
敢

に
お
け
る
衆
生

の
恩

に
つ
い
て

(
池

田
)

三
〇
三
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明
治
期

の
佛
教

に
お
け
る
衆

生
の
恩
に

つ
い
て

(
池

田
)

三
〇
四

與

二
海

外

一交

通

。

萬

邦

人

種

雑

居
期

近

。

須

レ
使

レ
勉

三
彼

等

開

二
嚢

其

佛

性

一焉

。
彼

等

亦

是

前

世

父

母

兄

弟

。

以

レ
道

報

二
衆

生

恩

こ

(
同

一
五

帖
)
、と

述

べ

て

「
衆

生

の
恩
」

の
廣

が

り

に

つ

い
て

説

明

し

て

い
る
。

ま

た

、

か

れ

は
、

「
衆

生

の
恩

」

が
儒

敢

倫

理

と
遜

別

さ

れ

る

必

要

が

あ

る

こ
と
を

述

べ

て

い
る
。

「
濁
至
三於
言

二衆
生
有
フ
恩
者
。
世
教
所
レ
未
レ
道
而
。
佛
乃
読

二破
之
幻
世
教

所
レ
説
。
止
二
於

一
世

叩
故
其
論
不
レ
過
レ
謂
二
於
朋
友
有
ワ
信
。
(
中
略
)
要
只

不
レ
過
二現
世
之
交
誼

一也
。
故
不
レ言

二有
恩

一而
謂
二
友
誼
交
情

幻
今
言
二
有
恩

一

者
。
是
以
乙
亘
二
於
三
世

一而
提
撃
扶
持
甲
也
。」
(
同

一
四
帖

表
)

黙

雷

が

浮

土
敢

學

の

立
場

か
ら

「
衆

生

の
恩

」

に

つ

い
て

閲
明

に

し
た

の
に

封

し
、

實

全

は
、

天

台

及

び

輝

の
教

學

を

立
脚

地

と

し

て

「
衆

生

心

」

の
眞
義

を

見

出

そ
う

と
努

め

て

い
る
。

吉

岡

信
行

は
、

『
四

恩
十

善

談

』

及

び

『
求

化

微

糧

談

』

に

お

い

て

ハ

ノ

ナ
リ

ハ

ヒ

ノ

ナ
リ

シ

「
四
恩
心
地
観
経
所
読
十
善
者
華
嚴
及
梵
綱
所
説
也
諦

縁
六
度
無
二不

レ
由
レ
之
者
一」
(『
四
恩
+
善
談
』
序
)
と
求
べ
、
佛
の

「大
恩

ヲ
報

ン
ガ
爲

イ
マ
シ
ユ

ニ
誓
テ
身

二
殺
盗
邪
婬
ヲ
戒

ン
口

ニ
悪
口
。
爾
舌
。
綺
語
。
妄
語

ヲ
戒

ン
。
意

二
貧
瞑
邪
見
ヲ
戒

ン
。
諸
悪
莫
作
。
衆
善
奉
行
自
浮
吾
意
。
是

諸
佛
敏
」
(同

一
帖
裏
二
帖
表
)
と
い
う
立
場
に
立
つ
て
こ
そ
始
め
て

「衆

生
の
恩
」
の
全
き
を
期
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
信
行
は
、

四
恩
と
十
善
戒
と
が
佛
教
に
お
け
る
重
要
な
敢
理
で
あ
る
と
い
う
理
解

に
立
つ
て

「十
二
分
教
内

二
四
恩
報
道
ト
十
善
戒
法
ヲ
撰

ヒ
取

テ
今
世

後
世
ノ
習
學
修
行
ト
ス
」
(同
二
帖
表
)
と
し
、
十
善
業
道
こ
そ
正
し
く

「
未
世
ホ
ド
時
期
相
應
教
也
」
(同
二
帖
裏
)
と

考
え

て
い
た
め

で
あ

る
。
そ
こ
で
、
恩
と
戒
は
、
信
行
に
よ
つ
て

「
誠

二
衆
生
ノ
恩
ヲ
辮

ヘ

テ
菩
提
心
ヲ
起

シ
不
殺
生
戒

ヲ
持
チ
務
メ
テ
放
生
ヲ
行
シ
玉

へ
」
(『
求

化
微
糧
談
』
巻
之
三
下
三
一
帖
)
と
い
う
形
で
説
か
れ

て
い
る
。
か
か
る

か
れ
の
獲
想
法
は

「
凡
夫

ノ
衆
生
恩
ヲ
報

ス
ル
モ
大
乗
菩
薩
ノ

一
分
ノ

浮
行
也
」
(同
二
一二
帖
表
)
と
い
う
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
立
場
は
、
慈
雲
尊
者
飲
光
の
圭
張
す
る

「
随
分
の
正
法
」
と
い
う

考
え
方
を
そ
の
ま
ま
縫
承
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
信
行
は
、
世
俗
倫
理

に
封
し
て

「衆
生
の
恩
」
の
立
場
か
ら
次
の
如
く
批
到
し
て
い
る
。

「今
世
ノ
人
ハ
衆
生
ノ
恩
ノ
間
二
養
ハ
レ
テ
衣
食
住
メ
生
涯
ヲ
終
フ
誰
力
佛

教
ノ
衆
生
恩
ト
読
玉
ヘ
ル
ヲ
辮
ヘ
ザ
ル
者
ア
ラ
ン
ヤ
必
ス
應
分
ノ
衆
生
恩
ヲ

報
ス
ヘ
シ
、
凡
ソ
世
儒
ノ
學
ハ
人
倫
交
際
ノ
道

ニ
メ
未
タ
具
ハサ
ニ
衆
生
恩
ヲ

ヲ

報

ジ
釜

ス
法

二
非

ス
故

二
善

ヲ
蜴

メ
未
レ
難
レ
仁
ト
云

フ

ヘ
シ
、

並

二
紳
道
ノ

コ
マ

ヤ

シ

學

ハ
敬
神
孝
事

ノ
道

ナ
レ
圧
未
タ
細

カ

ニ
衆

生
恩

ヲ
報

蓋

ス
法

二
非

ス
故

ニ

ゴ

タ

ヲ

ハ
ウ

セ
キ

智

ヲ
蜴

メ
未
レ
墾
レ
偲
ト
ヤ
云

ン
、

ソ
ノ
故
奈

ン
ト
ナ

レ
ハ
典
ハ犠
牲

ヲ
剖

爽

メ

先
租

ヲ
祀

ル
如

キ
只
禮

ヲ
存

メ
仁

ヲ
区

ホ
ス
ト
云

フ

ヘ
シ
」
(
同
二
二
帖
表
・

裏
)

信

行

の
思

想

に
見

ら

れ

る

一
特

性

は
、

『
大

乗
本

生

心

地

観

経

』
・
『
華

嚴

経

』
・
『
梵

網

経

』

の
中

か

ら

四

恩
十

善

に

つ

い

て

の

教

理

を

撰

揮

し
、

特

に

、
「
衆

生

の
恩

」

が

「
大

乗

菩
薩

ノ

一
分

ノ

浮

行
」

と

い
う

視

黙

か
ら

展

開

せ

ら

れ

た

こ

と

で
あ

る

。

鳥

尾

小

彌

太

は
、

四
恩

を

「
大

乗

本

生

心

地

観

経

」

に

求

め

、
十

善

-758-



を
慈
雲
尊
者
飲
光
の

「
人
と
な
る
道
」
に
求
め
て
思
想
活
動
を
行

つ
て

い
る
。
か
れ
は
、
佛
法
を
求
め
つ
づ
け
た
結
果

「
四
恩
ヲ
報

ヒ
十
善
ヲ

行
ス
ル
ノ
外

ハ
一
事
ナ
キ
コ
ト
ヲ
明
ラ
ム
、
三
十
年
ノ
エ
夫
ヲ
積
テ
四

因心
ヲ
知

リ
、
十
差
口道
ヲ
知

ル
ト

ハ
實

二
愚
ノ
至
リ
ナ
リ
」
(『教
學
論
集
』

四
二
編
)
と
い
う
こ
と
を
述
懐
し
て
い
る
。
か
れ
は
、
護
國
協
會

の
會

員
の
た
め
に
『
心
地
観
経
報
恩
品
』
を
印
施
し
て
い
る
。
護
國
協
會
の
圭

旨
は
二

安
心
立
命
、各
任
二
其
所
信
宗
義
巧

一
事
皆
以
レ
報
二四
恩
一部
爲

二協
會
實
践
之
要
旨
一」
(同
三
二
編
)
と
い
う
内
容
の
も
の
で
あ

つ
た
。

か
れ
の
思
想
に
現
れ
た
護
國
の
観
念
は
、
四
恩
十
善
の
立
場
か
ら

「
正

法
ヲ
以

テ
佛
土
ヲ
建
立
ス
ル
」
(同
四
二
編
)
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で

あ
つ
た
。
そ
こ
に
、居
士
佛
教
と
し
て
の
特
質
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

村
上
專
精
の

『
佛
教
忠
孝
編
』
は
、
「其
忠
孝
論
は
日
本

に
來
り
て

生
長
し
た
る
も
の
乎
、
又
佛
敏
固
有
の
性
質
な
る
も
の
乎
、
耶
蘇
教
の

性
質
と

一
致
す

へ
き
も
の
か
、
此
疑
問
を
明
晰
に
し
て
世
に
告
獲
す

へ

き
實
に
目
下
の
急
務
と
は
な
れ
り
」
(『
佛
敏
忠
孝
編
』
自
序

一
一
帖
表
)

と
い
う
観
鮎
か
ら
著
わ
さ
れ
て
い
る
。
か
れ
は
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て

論
述
す
る
に
あ
た
つ
て
、
百

一
黙

の
経
律
論
及
び
シ
ナ
の
古
典
ハ
・
キ
リ

ス
ト
教
關
係
の
典
籍
の
中
に
恩
に
關
す
る
教
理
を
求
め
ん
と
す
る
學
究

的
な
態
度
を
と
つ
て
い
た
。
し
か
し
、
二
十
年
代
に
お
け
る
國
家
圭
義

の
毫
頭

と
い
う
歴
史
的
な
状
況
下
に
お
い
て
行
わ
れ
た
こ
の
論
著
は
、

爲
政
者
側
か
ら
提
出
さ
れ
た
儒
教
的
な
教
育
倫
理
に
み
ら
れ
る
恩
-
忠

孝
ー
の
観
念
と
佛
敏
に
お
け
る
報
恩
思
想
と
の
結
び
つ
き
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

つ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
れ
の

學
問
研
究
の
態
度
は
、
諸
資
料
に
基
づ
い
て
論
述
が
進
め
ら
れ
る
に
從

つ
て
、
爾
者
の
思
想
的
な
立
場
が
根
本
的
に
相
違
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
資
料
自
身
に
よ
つ
て
語
ら
せ
し
め
る
と
い
う
結
果
に
終
つ
て
し
ま

つ
た
の
で
あ
る
。
專
精
は
、
恩
と
戒
の
關
係
に

つ
い
て

「
五
戒
十
善
ノ

如
キ

ハ
何

二
由
テ
爲
シ
得
ル
カ
ト
問

バ
バ
、

二
言
ヲ
以
テ
云

ハ
、
恩
ヲ

知

ル
ニ
由

テ
爲
シ
得
ル
報
恩

ノ
行
爲

ナ
リ
」
(同
八
頁
)
と
述

べ
て
い

る
。
以
上
、
「衆
生
の
恩
」
の
徳
目
は
、
四
恩

の
髄
系
に
お
い
て
如
何

な
る
比
重
を
も
つ
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と

に

つ
い
て
槍
討

さ
れ

た
。
そ
の
結
果
、
わ
れ
わ
れ

は
、
「衆

生

の
恩
」
が

コ
ニ
寳
の
恩
」
と

表
裏

一
髄
と
な
つ
て
思
想
活
動
の
上
に
現
わ
さ
れ
て
い
つ
た
こ
と
を
知

つ
た
。
し
か
も
、
爾
徳
目
は
、
典
ハ型
的
な
報
恩
行
爲
と
し
て
十
善
戒
の

履
践
を
志
向
す
る
場
合
が
多
か
つ
た
。
か
か
る
立
場
に
お
い
て
圭
張
さ

れ
た

「
衆
生
の
恩
」
は
、
二
十
年
代
に
お
け
る
思
想
界
を
支
配
し
よ
う

と
し
て
い
た
儒
教
的
な
教
育
倫
理
と
は
立
場
を
全
く
異
に
す
る
も
の
で

あ
つ
た
の
で
あ
る
。

本
稿
に
お
い
て
掲
げ
た
諸
資
料
は
、
近
代
肚
會
の
形
成
と
佛
教
倫
理

の
視
黙
に
立
つ
て
検
討
さ
れ
る
と
き
、
そ
こ
に
、
な
お
多
く
の
批
釧
を

ま
ぬ
か
れ
え
な
い
鮎
が
あ
る
に
し
て
も
、
と
も
か
く
、
二
十
世
紀
初
頭

に
お
い
て
開
華
さ
れ
た
革
新
的
な
傾
向
を
も
つ
た
佛
敢
の
思
想
活
動
に

封
し
て
精
神
的
な
基
盤
を
提
供
し
て
い
く
と
い
う
事
實
に
つ
い
て
は
誰

も
否
む
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

明
治
期

の
佛
敏

に
お
け
る
衆
生

の
恩

に
つ
い
て

(
池

田
)

三
〇
五
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